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研究成果の概要（和文）：本研究の成果は，クリッカー活用に基づいて開発された双方向参加型学習環境による算数・
数学科教員養成プログラムの提出とその具体的知見の検証報告である。それらの成果が関係者間で共有・参照されるこ
とによって，<算数・数学授業の難易度の即時調整>や <匿名性の担保による参加意識の促進>等の利点が適宜承認され
，算数・数学科教員養成課程の学生のアクティブラーニングを支える学習環境が実践的に明らかにされると同時に，学
生による主体的な学びを促す指導と評価の一体化のための諸条件が具体的に導かれた。

研究成果の概要（英文）：The results of this study are the mathematics teacher training program via 
interactive participation on learning environment and the academic reports based on clicker/gadget 
utilization. These findings clearly shows that proactive/positive consciousness were elicited from 
interactive situation on training course which retains the advantages such as <immediate adjustment> and 
< keep amorousness>. These results lead us to the effective learning envelopment to unify instruction and 
assessments using clicker/gadget.It indicated the concrete conditions for active learning of teacher 
training in practice.

研究分野： 教科教育学
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１．研究開始当初の背景 
本研究は大きく２つの背景をもつ。第一の

背景は，科学技術創造立国を目指す我が国の
「数学離れ」「数学力低下」対策という教育
上の喫緊の課題への算数・数学科教員養成の
視座からの対応である。特に，日本数学会の
数学基礎教育ワーキンググループ報告以降，
指摘され続けている顕著な数学離れを改善
する上で必要な教職課程学生の数学力及び
算数数学指導力を包括的に向上させる必要
がある。第二の背景は，デバイステクノロジ
の進歩がもたらす教育方法の充実への組織
的な対応である。特に，指導者と学習者の双
方向コミュニケーションを可能にする授業
応答システム(ARS)の活用法を学ぶことは，
新たな世紀を教師として生きる教職課程学
生にとって非常に重要だといえる。日本教育
工学会においては，組織的 FD に関する研究
特集の中で，クリッカーを用いた参加型授業
の開発に関する実践的な知見が報告されて
おり，また教育システム情報学会においては，
新たなデバイスによる教育システム特集の
中でクリッカーによる学習動機づけの促進
効果が指摘されており，更なる探究が待たれ
ている。 

 
２．研究の目的 
本研究の目的は，我が国の児童生徒の数学

力低下への対策や新たなデバイステクノロ
ジによる学習指導方法の充実などの社会的
な養成を鑑みて，授業応答システムであるク
リッカー活用に基づいた双方向参加型学習
環境を構築することを通して算数・数学科教
員養成プログラムの開発と改善を図り，その
成果を実証的に明らかにすることである。 

 
３．研究の方法 
 本研究を以下の計画及び方法によって実
施する。第一に，既存の算数・数学科教員養
成プログラムの課題を，同課程学生の基礎数
学力，算数数学観／算数数学指導観，実践的
指導力の観点から探究するベースライン調
査を行う。同結果は国際共同研究者によるデ
ータと対照する。第二に，授業応答システム
であるクリッカー活用に基づいた双方向参
加型学習環境の構築が同プログラム改善に
資することを課程授業の改善及び模擬授業
分析を通して実践的に示す。第三に，開発し
たプログラムを学生の専攻や特性に応じて
複線化することで，質の高い算数数学指導力
を持つ教員が養成できることを実証的に示
し，その中心的知見を学術誌に投稿する。 
 
４．研究成果 
本研究の成果は，クリッカー活用に基づい

て開発された双方向参加型学習環境による
算数・数学科教員養成プログラムの提出とそ
の具体的成果の検証報告である。それらの成
果が関係者間で共有・参照されることによっ
て，<算数・数学授業の難易度の即時調整>や    

<匿名性の担保による参加意識の促進>等の
利点が適宜承認され，算数・数学科教員養成
課程の学生のアクティブラーニングを支え
る学習環境が実践的に明らかにされると同
時に，その指導と評価の一体化のための諸条
件が具体的に明らかになった。また，それら
の結果は，クリッカーを用いた学生同士の活
動参加による集合知の探究が，旧態的な講義
型Chalk＆Talkによる一方通行授業の改善に
資することを実証すると同時に，学生による
主体的な学びを促すという今日の社会的な
要請に応える意義が認められる。 
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